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0 1 OUTLINE ｜ コース概要
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目的

アーリーステージの資金調達に必要な学びと実践を提供し、エンジェル投資家との

ネットワーク構築を通じて、起業家としての戦略・スキルを高めることを目的とする。

対象者

ステージ

分野

募集対象

*渡航対象者等の応募条件の詳細は「04|対象者・応募要件」をご確認ください

・ 日本で設立されたスタートアップの起業家または起業準備中の方

・ 資金調達を目指す国内外の日本人創業スタートアップ

アーリー

特になし

１

２ メンター、エンジェル起業家とネットワークを構築し、起業に向けた国際的な視野を得る

派遣先

米国・シリコンバレー

アーリーステージにおける資金調達活動に必要な知識やスキルを得る

マイルストン分類 Explorer



0 2 PROGRAM STRUCTURE ｜ プログラム構成 – 全体像

スタートアップの聖地であるシリコンバレーで、

LAUNCHが主催するLAUNCH FEST(予定)で

のピッチの機会や、数件のVC訪問、現地のス

タートアップのオフィスツアーなどを実施し、米国

のスタートアップエコシステムに直接触れ、ネット

ワークを構築する機会を得る。

4

東京にて4日間の講義・ワークショップとネット

ワーキングを提供する。講義ではGTM戦略やビ

ジネスモデルの基礎を学び、さらに国際法規制

等の専門的な知見に関するセッションも開催。

国内ブートキャンプ

(30名)
Demo Day・VC訪問

(10名)
オンラインプログラム

(30名)

国内プログラム 1
オンライン

アクセラレーションプログラム
2 渡航プログラム 3

週1〜2時間のライブセッションとメンタリング、

週ごとのチェックインによる進捗管理を行う。

オンラインで開催されるプログラムは起業家マイ

ンドからMVP開発、ビジネスモデル設計、市場

検証、TAM分析、競合評価まで段階的に構

成。

※プログラムの実施内容・形式等は変更になる可能性があります

※全日程、使用言語は英語となります



0 2 PROGRAM STRUCTURE ｜ プログラム構成 – 詳細

5

国内プログラム1

東京にて4日間の講義・ワークショップとネットワーキング、さらにオンラインにてオンラインディスカッション・メンタリングを提供する。

講義では起業家マインドセットやビジネスモデルの基礎を学ぶ。

30名程度 定員

日程 対面ブートキャンプ（東京）：7月21日(火)〜7月24日(金) ・ オンラインセッション：7月〜10月

概要

対面ブートキャンプ：

・起業家マインドセット、カスタマーディスカバリー等について学ぶ

・起業家、投資家間のスピードネットワーキングやディスカッションを開催予定

オンラインセッション：

・週1回（60〜90分程度）を目安にオンラインセッション（ピッチ、セールス、法律等トピックは多岐にわたる）

・スタートアップ3〜5社＋メンター1〜2名の少人数ポッド形式で実施

※ 使用言語：英語 



0 2 PROGRAM STRUCTURE ｜ プログラム構成 – 詳細
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渡航プログラム｜講義、ネットワーキング、Demo Day3

10名（プログラム内の選考にて決定します）定員

日程 10月12日(月)〜10月16日(金) （サンフランシスコ）

概要

（予定）

• Jason Calacanisのネットワークを通じて、米国のVCを数件訪問し、投資家視点でのスタートアップ評価機会を得る

（VC Road Show）

• 投資家が多く参加する大規模イベントでのピッチ機会（LAUNCH FEST）

• スタートアップのオフィスツアー

※ 使用言語：英語 
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過去コース参加者の声4

The Founder University Japan 
program was high quality from 
minute one to its very last 
moment.
The team was incredibly engaging 
and supportive, and the level of 
mentors and fellow

What stood out about the 
Founder University Tokyo/Japan 
was how quickly it connected us 
to the right people. Through the 
Immersion Program, we built real 
relationships with leading VCs 
and angels from Jason’s 
syndicate, which is the access

that’s incredibly hard to get on your own. The 
community was just as impactful: the LAUNCH 
team and alumni consistently opened doors, from 
warm intros to experienced founders to even 
helping us secure critical resources for our robotics 
development. It’s a network that keeps delivering 
value long after the program ends.

entrepreneurs was outstanding. Everything we 
leaned in the ten-week program has been 
invaluable in our startup journey and I’d 
recommend anyone to join Jason and his 
program.



0 3 SCHEDULE ｜スケジュール

4月 5月 6月 7月 8月
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参加者募集

書類・面談審査

結果通知

国内プログラム①対面ブートキャンプ

国内プログラム②オンライン

渡航プログラム

5月1日～6月7日

10月12～16日

6月中旬

5月-6月

7月21～24日

9月 10月

7月～10月



0 2 PROGRAM STRUCTURE ｜ プログラム構成 – 支援機関の紹介
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LAUNCHは、米国サンフランシスコを拠点とし、「We Back Builders（ビルダーを支援する）」を理念

に掲げるスタートアップ支援・投資組織。代表は著名エンジェル投資家ジェイソン・カラカニス氏で、

UberやRobinhoodなどの初期投資家として知られる。

起業家向け教育プログラム「Founder University」や、投資・成長支援を行う「LAUNCH 

Accelerator」を運営し、これまでに300社以上へ投資し、8社がユニコーン企業となるなど高い実績を

誇る。教育・メディア・投資を一体化した支援モデルで、起業家の成長から資金調達までを包括的に

サポートしている。

LAUNCH

URL： https://www.launch.co/

支援機関情報

Jason Calacanis

テクノロジー起業家であり、ファンドマネージャー。

ポッドキャスト『This Week in Startups』のホス

トを務め、All-In Podcastの共同ホスト兼エグ

ゼクティブプロデューサーとしても知られている。シ

リコンバレーのトップベンチャーキャピタルである

Sequoia Capitalのスカウトとしてキャリアをス

タートし、その後はエンジェル投資家として、

Uberなど550社以上のアーリーステージスタート

アップに投資。

https://www.launch.co/
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支援機関情報

Jacqui Deegan

Bianca Veltri

Partner

Associate

Rikki Jump

Lukas Durand

SVP of Growth + Partnerships

Analyst



0 4 ELIGIBILITY AND APPLICATION REQUIREMENTS｜ 対象者・応募要件
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応募要件定員

主な対象

30名

(国内プログラム30名、渡航プログラム10名）

対象者

ステージ

分野

・ 日本で設立されたスタートアップの起業家または起業準備中の方

・ 資金調達を目指す国内外の日本人創業スタートアップ

アーリー

特になし

その他
• 海外展開における意思決定が可能な方（CXOクラス等）がプ

ログラムを通じて参加が可能なこと

マイルストン分類 Explorer

プログラム参加者は以下の全ての条件を満たすこと

• 日本に活動拠点のある日系スタートアップに所属するCXOクラス

もしくは海外事業責任者の方

日系スタートアップに所属する方である限り国籍は問わない

• 英語の提案資料/商談可能な英語力を有すること

• 潜在パートナーに提示するプロトタイプを有すること

• 過去のプログラム期間中・終了後のヒアリング・アンケート等に回答いただいていること。

また、今後必ず協力いただけること。

• 本プログラムが提供するサービス（オンラインメンタリング等）に参加する

ための設備・環境を準備可能な方

※本プログラムは経済産業省・ジェトロが連携して行うプロジェクトであり、

随時、フォローアップアンケートや実施過程でのヒアリングを実施します



0 5 COST-BEARING｜費用負担
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• 海外での移動、飲食費用、通信費、VISA代、保険費などのそ

の他発生する費用

• （対面開催の場合のみ）国内プログラム及びフォローアップ時の

国内交通費・宿泊費

• 海外航空券

• 海外滞在時の宿泊費

• 右の「JETROによる費用負担」以外のすべての費用

参加者による費用負担

• プログラム受講料

JETROによる費用負担 



0 6 SELECTION PROCESS・CRITERIA｜選考プロセス・基準
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選考基準

• JETROが実施するその他のプログラムの参加状況、申込内容、海外展開の目的や状態を踏まえて、参加意義が認められること ※次ページに詳細

• メンターならびにジェトロがサポート可能であること

• 本プログラムの参加によって、スケールアップが見込まれること

• アイデア・プロトタイプが明確であるか、社会の課題解決に貢献しているか

• ビジネスアイデアに将来性や事業化の可能性を見出せるか

• 起業意欲があり、学ぶ姿勢があるか

• プログラム参加への志望理由が明確か

• 将来的に海外での創業に関心があるか

• 英語での講義を受講するのに必要な英語力を有しているか

参加者募集
書類審査

面談審査※1

国内プログラム

（最大30社）

渡航プログラム

（最大10社）
審査

※1 面談審査（オンライン）の日程は、必要に応じて、応募者へ後日連絡します。



0 6 SELECTION PROCESS・CRITERIA｜選考プロセス・基準
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選考基準としての、適切なコース選定

■ プログラム選定にあたっての基本的な考え方

自社が現在達成したい目的から逆算したプログラム選定を強く

推奨します。

海外展開に向けたニーズは企業によって異なり、

• 海外でのPMFの検証

• GTM戦略の精緻化

• 初期の海外トラクション獲得

• 海外ネットワークの構築

など、目的に応じて最適なプログラムは大きく異なります。

参加企業が最大限の成果を得られるよう、適切なコース選定とプログラム参加の目的性を重視しています。スタートアップが

複数のアクセラレーションプログラムを目的なく連続的に受講することは、必ずしも事業のスケールにつながらず、貴重な時間・

リソースの分散を招いた事例があります。スタートアップにとって時間は最も重要なリソースであることを踏まえ、以下の点をご理

解のうえ応募をご検討ください。

■ 応募前の相談推奨

JETRO Startupチームは、皆さまの事業ステージや目指したい方向

性に応じて、最適なプログラム選択をサポートします。

• 今年度すでに他のアクセラレーションプログラムに採択されてい

る方は、応募前にJETRO Startupメンバー（スタートアップ

課）へご相談ください。

• まだ採択されていない方でも、どのコースが適切か迷う場合に

は遠慮なくご相談ください。



0 7 APPLY｜ 応募方法
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英語ピッチデック資料作成にあたっての留意点

■ 英語ピッチデック資料作成の留意点

• 右欄に示す記載内容を含む形でご作成ください

• 表紙は不要、最大6ページでご作成ください

• ファイルは原則PowerPointで作成し、PDF形式に変換して

ご提出ください（ファイルサイズは3MB以下）

• ファイル名は「Founder University_企業名_

名前.pdf」としてください

（名前の部分にはご自身の名前をご記載ください）

• 2026年6月7日(日) 23:59（JST）までにご提出ください

以下の留意点が守られていない場合は、審査対象外となる可能性がありますので、ご注意ください

■ 英語ピッチデック資料に記載する内容

プロトタイプについて以下の4項目を必須項目としてスライドに記載し

てください。また、ご自身のお名前を1ページ目左上にご記載ください

1. 解決したい社会課題・その解決策の提示

2. プロトタイプの概要・技術（写真や図、文章を用いて）

3. 事業の拡大戦略

4. プロトタイプにおけるアピールポイント・強み

※資料は英語でご作成ください

※スライドのデザイン・フォーマットは問いません
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ピッチ動画作成提出にあたっての留意点

ピッチ動画の留意点

お題： 「現在のビジネス、またはビジネスアイデア・このプログラムで成し遂げたいこと」

時間：3分以内

言語：英語

※動画で使用したピッチデックも提出対象となります

提出方法：申し込みフォーム上

動画→申し込みフォーム内に公開リンクとして提出

ピッチデック→Google Drive, Canva等のリンクとして提出

〆切：2026年6月7日(日) 23:59（JST）迄

以下の留意点が守られていない場合は、審査対象外となる可能性がありますので、ご注意ください。

※申し込みフォームに動画を提出できない場合は以下に送付してください。

メールの件名は「Founder/Angelコース_ピッチ資料提出_名前」とし、本文にもご自身の名前をご記載ください。

【送付先】

ジェトロ スタートアップ課 担当：茨木、鈴木(絵)

IVD@jetro.go.jp

mailto:IVD@jetro.go.jp
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応募フォーム

2026年6月7日(日) 23:59（JST）締切

• 応募内容に基づき審査を行い、採択可否の通知を行います。

• 書類審査とあわせて面談審査（オンライン）も実施いたします

• 審査結果に対する問い合わせには一切お答えできませんので、予めご了承ください

• ピッチ動画とピッチ資料をご提出いただきますのご用意のうえ申し込みフォームに入力くださ

い。（形式・方法等は前ページ参照）

• すべての項目を英語でご記入ください。

https://www.jetro.go.jp/customer/act?actId=B0092425Y
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1. 必要に応じて、現地交渉先との面談などにも、メンターおよびジェトロ職員が同行する可能性があります。また、帰国後の成果把握、進捗確認への協力をお願い

します。

2. 本プログラムの選考通過後は、ジェトロ事業の紹介、成果報告のための外部公開をする場合がありますので、ご了承ください。

（公開内容は事前に確認を行います）

J-StarX 利用規約・免責事項をよくお読みの上、応募をお願いします

免責事項

如何なる理由においても、渡航日程決定後のキャンセルは認められません

キャンセル料、もしくは変更料がジェトロに発生する場合は自社にて負担いただきます

キャンセル規定

https://www.jetro.go.jp/newsletter/ivd/2026/2026jstarx_menseki.pdf
https://www.jetro.go.jp/newsletter/ivd/2026/2026jstarx_menseki.pdf
https://www.jetro.go.jp/newsletter/ivd/2026/2026jstarx_menseki.pdf
https://www.jetro.go.jp/newsletter/ivd/2026/2026jstarx_menseki.pdf
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実施機関 ジェトロ イノベーション部／スタートアップ課

担当者 茨木、鈴木（絵）

問い合わせ フォームよりご連絡ください

コース名 Founder University Japan

https://forms.office.com/pages/responsepage.aspx?id=Ii60CHc670ClGzcQSUbeBXmfGL5HCMpAudnNPy-FIlZUQlExQ0ZJRkxFSTFRUUkySUw5WU5ONlFRTyQlQCN0PWcu&route=shorturl
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